
 

１．件 名：新規制基準適合性審査への対応状況等について 

２．日 時：令和４年６月６日 １７時３０分～１９時２０分 

３．場 所：原子力規制庁 ８階Ａ会議室（ＴＶ会議システムを利用） 

４．出席者（※ＴＶ会議システムによる出席） 

原子力規制庁： 

（新基準適合性審査チーム） 

忠内安全規制調整官、天野安全管理調査官、江嵜企画調査官、 

角谷管理官補佐、宮本管理官補佐、藤原主任安全審査官、 

伊藤安全審査官、小野安全審査官、日南川技術参与 

 

北海道電力株式会社： 

原子力事業統括部 部長（審査・運営管理担当）、他１名 

原子力事業統括部 部長（安全設計担当）、他８名（※） 

 

５．要 旨 

（１）北海道電力株式会社から、泊発電所３号炉の設置変更許可申請のうち、新

規制基準適合性審査に係るスケジュールについて、資料に基づき説明があ

った。 

 

（２）これに対し、原子力規制庁は以下の点について指摘等を行うとともに、引

き続き適切に対応していくよう北海道電力に求めた。 

 
○ クリティカルパスに係る項目について、現状、解析結果後に説明をする

ことにしているが、解析途中の段階で説明をすることで審査が効率的

に進むものがないか整理して説明すること。 

 

○ クリティカルパスに係る項目のうち、先行プラントと比較すると評価

期間が長い項目について、設置許可段階での評価内容を整理して説明

すること。 

 

○ 残されている審査上の論点に対する作業方針及び作業状況並びに作業

スケジュールについて、３月３１日の審査会合において、今回は詳細を

説明できないため、今後、面談等で作業方針、スケジュールについて説

明する旨の表明があったが、これまで十分な説明が行われないまま、改

訂版が審査会合で示されている。同様に面談等においても、説明スケジ

ュールについて、全体工程を合理的かつ効率的に進めるための検討が

なされていないことから、検討及び整理の上で説明することとの審査

チームから指摘に対して、了解した旨の回答がなされているが、これま

で適切な対応が行われていない。審査事務局、対応責任者を含めた審査

の対応体制に改善の余地がないか、体制の課題について検討すること。 



 

 

（３）北海道電力株式会社から、（２）について了解した旨の回答があった。 

 

 

なお、本面談については、事業者から対面での面談開催の希望があったため、

「緊急事態宣言解除を踏まえた原子力規制委員会の対応について」（令和４年３

月９日 第７０回原子力規制委員会配付資料）に基づき、一部対面で実施した。 

 

６．その他 

提出資料： 

（１）資料１ ２０２２年６月６日（月）面談レジメ 

（２）資料２ 泊発電所３号炉 残されている審査上の論点とその作業方針およ

び作業スケジュールについて 

 

以上

 


